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仮訳 
 
危機から学ぶ 
災害時の（グローバルな）都市におけるリーダーシップのあり方 
 
概要 
「危機から学ぶ」プロジェクトは、自然災害や人災がグローバルな都市やそのリーダーたちの

強靭性に、どのような影響を与えるかを検証する。都市や自治体の長がそうした危機から「学

ぶ」かどうか、またどのように「学ぶのか」、そして様々な災害やガバナンス構造が主要な大都

市の都市開発戦略に何をもたらすかについて理解することが、本プロジェクトの目的である。  
 
本プロジェクトは、ユニバーシティ・カレッジ・ロンドン（UCL）の科学技術工学公共政策学部

（STEaPP）と、世界銀行のリーダーシップ・学習・イノベーション総局（LLI）のパートナーシップ

の下、日本政府と UCL の資金により開発された。本プロジェクトは、自然災害（地震、洪水、ハただし、本プワ、第三に、 キャパシティ・ビルディングの分析とモデルの適用（都市を地域別

グループに分類）の 3 段階である。 
 
背景 
2012 年 10 月にニューヨークを直撃したハリケーン・サンディは、数多くの犠牲者を出し 190 億

ドル相当の損害をもたらしたが、中でも深刻な被害を受けたのは低所得者層だった。
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フェーズ 3: 報告と、キャパシティ・ビルディングの行程（2015 年 8 月－12 月） 
これ以前のフェーズにおけるリサーチと政策的関与を活用し、危機の際のより効率的な都

市管理を目指す、それぞれの状況に合わせたキャパシティ・ビルディングの行程表を選定さ

れた自治体に提供していく。行程表を提示するこのフェーズでは、行程表に記載のキャパシ

ティ・ビルディングのアジェンダを活用・促進できる研究者や地方自治体、中央政府、国際

社会の関係者などに呼びかけ試験的な「リスク・タスクフォース」を立ち上げ、その一方でこ

れらをはじめとする自治体に、プロジェクト開発についてのより長期的な視点を提供する。 
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